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1. はじめに 

黄色レーザーは銅の加工やディスプレイ、

医療現場などへの応用が期待されている。

特に医療現場ではポートワイン母斑や毛細

血管拡張症などの治療に 2 W の臭化銅レー

ザーが使用されていた[1]。そこで蒸気レー

ザーなどに比べ小型化できる、メンテナン

スが容易であるなど利点の多いファイバレ

ーザーをベースにした黄色レーザーの開発

を進めることにした。今までに LD 励起の

Dy ドープファイバにより、4 cm の Dy ファ

イバを用いて 575 nm での黄色レーザーを

実現できている[2]。 

本研究ではダブルクラッド化した Dy 耐

候性フッ化物ファイバを使用して、より高

出力の黄色ファイバレーザーを構築するこ

とが最終目標である。 

2. ファイバレーザーの構成 

本研究で使用する実験装置を Fig. 1 に示

す。励起源である GaN-LD から射出した光

は、レンズ群で集光され、Dy ファイバが励

起される。Dy ファイバは 2 枚のミラーの突

き当てにより、共振器が構成されている。

Dy ドープファイバは 450 nm 付近に吸収ピ

ークを持ち、575 nm で蛍光ピークを示す[2]。

GaN-LD（PLPT9 450D_E A01、最大 3.5 W）

を用いた。励起源の LD 光は最初に非球面

レンズ①、②によってコリメートされる。

LD 光の fast 軸は、Dy ファイバと NA を合

わせるため、さらに 2 つのシリンドリカル

レンズ③、④によってビームサイズを調整

した。その後、最後の非球面レンズ⑤で Dy

ファイバに集光される。このレンズ群によ

り slow 軸は 36 µm、fast 軸は 3.9 µm に集光

されることが測定された。使用する Dy ドー

プファイバのコアは径 2.4 µm、NA は 0.09、

内クラッドは径が 11.5 µm、NA は 0.28 のダ

ブルクラッドファイバ構造である。また、V

ナンバーは 1.18（＜2.405）と算出され、シ

ングルモードファイバであることが分かる。

ファイバの吸収係数は、カットバック法を

用いて測定した結果、0.037 cm-1であったた

め、使用するファイバの長さは 81 cm とし

た。 

3. 共振器の構成 

 共振器を作成し、発振実験を行う。使用す

るミラーは以下の通りである。なお、今回の

ミラーは先行研究[2]を参考にして決定した。 

・ミラー1：T = 91%@450 nm, HR@575 nm 

・ミラー2：R = 94%@450 nm, R = 82%@575 

nm 

この共振器を通したレーザー光のパワーを

パワーメータを用いて測定する。詳細は当

日発表する。 
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Fig. 1 Experimental setup 
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